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一 の考え方

本校では、生命の尊厳に基づく専門職としての倫理観を培い、人々の生きる力を支え、共

に考え創造する看護の科学的実践能力を養い、高知県に貢献できる実践者の育成を目指す。

教育にあたつては、主体的、創造的に生涯学習を維持、発展できる能力を培い、学生と共

に創 りあげていく教育を目指す。

頓教育理念》

《教育 的》
ロ

人間の尊厳を基盤 とする豊かな人間性を養い、専門的知識や倫理、判断、技術を統合す

る能力を修得 し、自己の持つ力を行動に うつす実践力を身に付け、あらゆる状況あらゆる

場面で、その人 らしさを支えていくことができる看護実践者を育成する。

《教育園標》

1.看護の対象である人間を全人的に理解することができる。

2.人々の健康上の問題を解決するために根拠に基づいた臨床判断ができる基礎的能力を

身につける。

3.保健医療福祉チームの中で連携、協力 し多様な立場で暮 らす姑象が望む生活を支える

基礎的能力を身につける。

4.専門職 として倫理観を持ち、自己教育力を高め看護を追求する力を身につける。



《卒業時の到達国標》

1。 人間を身体・心理 。社会・スピリチュアル的に統合された存在として理解できる (知

識 。理解)

2.人間は様々な価値観 。信念を持つて生活するかけがえのない存在であると理解できる

(知識 。理解)

3。 納得がいくまで考え抜 く事ができる (思考・判隊)

4.科学的根拠に基づいた看護実践に必要な臨床判既を行 うための基礎的能力を身につけ

ている (思考 。判断)

5.豊かな感性を身につけ、広い視野を持ち、看護を創造する基礎的能力を身につけてい

る (興味 。関心・意欲・態度 )

6。 その場、その時、その状況にあわせて根拠に基づいた看護を実践する能力を身につけ

ている (技能・表現 )

7。 人々の気持ちに寄 り添える思いや りを持ち、援助的人間関係が築ける (技能 。表現 )

8.保健、医療、福祉チームにおける看護師の役割を認識し、連携、協働を通じて看護を

実践する基礎的能力を身につけている (技能 。表現)

9.専門職 として責任を自覚 し、看護の質の向上を図る基礎的能力を身につけている (興

味 。関心・意欲・態度 )

10。 自己に向き合い強みと課題がわかる (興味 。関心 。意欲・態度 )



教育課程
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科目名
論理的思考 と表現

l占報科学

教育学

スタディ スキル

家族と健康

生命紳 早

さ理学

I

売語 ■

レク リエーシ ョン論

′
lヽ 計

たはた らII(生 命維持、性・ 生殖機能 )

しくみとはたら Ⅱ

Ⅲ

しくみとはた Ⅳ

魚床 生イヒ学

と

病理学

〔

ヒ■ (咀 IF身 、消化・吸収、俳泄機能 )

疾病と回復過程m(神経、運動、感覚機能 )

台療論 I(手術療法、救急治療、ME機 器 )

■ ハビリテーショ

給療論H(放 射練治療、内視鋭治療、検査 )

来二r、 と食生活 I

と Ⅱ

孟療 と倫理

公衆衛生

看,甕 関係法規

小 計

目的・対象論】

基本技術 I

フィジカルアセスメント)

基本技術Ⅲ (看護過程 )

生活援助技術 I

生活キた助技術Ⅱ

診療の補助技術 I

診癖の結助技術 ■

駐床判断演習

地域 。在宅看護方法論 I(専門職連坊 )

lヤl域 ,注宅看静方法論 ■ (看證 )

と

地域 在宅看護方法論演習Ⅱ (看 H隻過程 )

I

弦 人看 誰 方法 論 Ⅱ

`回

復 期 )

成人看護方法論Ⅳ (終末期 )

茂人肴静方法論演習

老年看護方法論 I(病 態 )

Ⅱ

技術 )

小児看護学 【目的・対象論】
I

Ⅱ

1ヽ 妃看護方法論演習 (看 ,隻過程・技術 )

I

H

情神看護学 【目的 対象論】
I

精神看護方法論Ⅱ (看 ,登 )

過程 )

看護安全

看護研究論

災害看護学

、援助体験実習)

I 日 実習)

I

モl

尋護過程実践実習 )

急性期実習 )

:習

インターンシップ実
]百1

小 計

総計

改人看諄学 【目的・対象論

目的・対象論

目的・対イ貫論

:習 I(体験実

Ⅲ

我人・老年若誰学実習V

身体 の しくを

疾病 と回復過

基本技術 恵

地域・在宅万

酢性看静単

差私I看講学 :

倍料:看 講学 !

″教育内容

科学的思考の基盤

人間と生活・社会の理解

人体の構造 と機能

疾病 の成 り立ち と回復 の

l足 進

健康支援 と社会保障制度

基礎看護学

地域・ 在宅看護論

成人看護学

老年看護学

小児看護学

母性看護学

陪神看護学

看護の統合と実践

在宅看護論
老年看護学

学

の統合と

指定規貝1

14

14

16

6

22

11

6

6

4

4

4

4

4

Z3
3
2
4

2
2
2
2

66

102

分野

基
礎
分
野

専
門
基
礎
分
野

専
門
分
野



令和 7年度 特別教育活動等

時間数

3年

4時間

4時間

2時間

3時間

2時間

4遇聞

6時間
けんみん病院
■月/2週 目

2週間

4時間

4時間

29時間

2年

4時間

4時間

2時間

3時間

10時間

4時間

5週間

4時間

6時間
メディカルラ
リー12月 /3
週目

2週間

4時間

4時間

4時間

2時間

2週間

51時間

1年

4時間

10時間

4時間

2時間

3時間

4時間

2時間

4時間

2時間

4時間

5週関

2時間

那

6時間

8時間

2週間

4時間

4時間

2時間

2週間

65時間

ね ら い

本校の学生としての自覚と目的意
識を持ち、学習への動機づけとす
る。

本校の教育目的、日標、諸規則を理

解し、学生生活に道応できる機会と

する。

学生の主体的な活動を通し自主性、

創造性、協調性を養 う。

災害について理解し、消火活動、避

難方法を身につける。

自己の健康状態を知 り、健康意識を

高める。

自分 の身 を守 る視点か ら地域 の

人々との交流や安全学習、災害活動

を通して地域貢献を図る。

入学後一定期間の基礎を履修 し、そ

の評価のもとに新たな決意を持つ

て看護 を職業 として選んでいくひ

とつの区切 りとして行われる儀式。

人権についての学習を通 し倫理観

を深める。

自分 の身 を守 る視点か ら地域 の

人々との交流や安全学習、災害活動

を通して地域貢献を図る。

歓迎の心をもつて来校者に対応で

きる。合わせて企画・プレゼンター

ション能力を養 う。

休養及び 自己学習を行い次の学習

に備える

災害について理解すると共に体験

や学習を通 して災害に対する意識

を高める。

互いの技術力を高め、学年間での相

互交流を図る。

地域の人々との交流や安全学習、災

害活動を通して地域貢献を図る。

地域の人々との交流や安全学習、災

害活動を通して地域貢献を図る。

災害可1練 をとお し災害発生時の救

護活動について学ぶe

休養及び自己学習を行い次の学習

に備える

研究発表会に参加 し、自己の看護研

究の基礎とする。

卒業生の 3年聞の努力に敬意を表

し、全学年が自由に交流できる。

全課程の修了を祝し、専門職として
の自覚を新たにする。

臨床で活躍 している卒業生 と看護

について語 り合い、看護への思いを

深める

休養及び自己学習を行い次の学習

に備える

項 目

入学式

入学ガイダンス

幡多看祭

防災訓練

健康診断

地域ふれあい・安全学習① (災

害マップ)

誓いの式

(ナ イチングールについての

学習 2、 リハーサル 2、 冊子作

り2、 発表 2、 本番 2 計 10)

人権学習

地域ふれあい・安全学習② (交

通安全)

オープンキャンパス

夏期休暇

防災学習

生活援助技術Ⅱ (1、 2年生合同

演習)

令和 8年度入学試験 (推薦・社

会人)

地域ふれあい・安全学習③

(ふれあい):宿毛市老連スポ

ーン大会

地域ふれあい 。安全学習④

(ふれあい):宿毛市防災研修

令和 8年度入学試験 (一 般)

災害訓練 (学外)

冬期休H眼

高知県看護協会幡多支部研究

学会

卒業生を送る会

卒業式

卒業生と看護を語る会

春期休暇

計

期 日

R7 4/7(月 )

4/8(火 )・ 4/9(水 )・ 4/10(木 )

5/1週 (振 り返り)

4/10(水 )

4/11(金 )

4/

4/

5/1週 目 (8 木)

6/

7/

6ノ
/S (日

)。 6//21 (■ )

7//26 (1,)・ 3//′ 24 (日 )

7/15(火 )～8/18(月 )

7/26(■)～ 3/29(金 )

7/9(水 )～3/5(火 )

/

9//3)風 目

9/27(第 4土 )

10//4週 目

■/3週 目

12/6(第 1■ )

/

12/24(水 )～R71/6(火 )

12/26(金 )～ R71/9(木 )

12/24(水 )～ R71/6(火 )

2/8週 目

3/4(水 )

3/6(金 )

3/ ()

3/20(金 )～

※4/14(月 )～実習開始
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その他

特別教育活動
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科    目  名

報 科学

教育学

:言再 I

Ⅱ

隠、消化・吸収、排泄機能 )

常性維持、自己防衛機能 )

輔床牛化学

:、 性・生殖機能 )

|、 感覚機能 )

!持、自己防衛機能 )

,療、ME機器 )

Ⅱ ′

鏡治療、検査 )

業蕃 と合 牛活 I

,Ⅱ

医薦 と倫 I早

ユ

基本 構術 I

,ルアセスメント)

〒I

I

臨床判 断湾習

言門職連携 )

I(車 Pq職種榛 湾習う

Ⅱ(看護過程 )

エ

:習

I

程・推術 )

疾 表 )

・分娩期)

Ⅱ

i害 )

1過程 )

安全・看誰倫理 )

H

うきⅣ (

救 魚勇

.療 、内

i論 I(ミ

旨手早・看言

療療 と回復調稗 I(上

I

I

Ⅱ

ヒはた

程 Ⅱ I

Ⅲ

目的・

フイジ

人間関係 の|

身体 のしくみ

疾病と回復 i

治療論 Ⅲ (

基本技術 Ⅱ

基本技術Ⅲ

生活援 助枝イ

診薦の補助

地域・在 宅 :

封b域・在 宅罪

地域・在 宅月

成人看誇方長

小 IR看誰学

母性看護学

看講石昇究

分野

考 科

の 学
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野町 磨意
岩井 弓香理

図有 (看護師)

□無

【概要】

家族を看護の対象とし、家族が本来有する機能と家族の健康に関するケア機能を高める援助を理解する。又、家族に生じる健康

問題と、それに関連した要因への看護援助について理論を活用し学ぶ。

【科目目標】
1.家族の機能と役割が理解できる。
2.家族アプローチの枠組みが理解できる。
3.家族に焦点をあてた看護が展開できる。

備考
【課題・予習・復習。その他】

*100分

筆記試験 レポート

系統看護学講座 月町巻 家族看護学 (医学書院)

看護学テキストNICE家族看護学 (南江堂)

個々の患者だけに注目せず、周囲の家族成員も含んだ家族全体が看護の対象です。家族を理解し、それぞ

れに家族に必要な援助を考えていきましょう。

担 当

実務
経験

授業形態

講 義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

試験

開始年次

3年次

講義内容

1.家族看護とは
①家族看護の特徴と理念
②家族看護の実践の場面

2.家族看護の対象理解
①家族とは
②家族構造

③家族機能
④現代の家族とその課題

3,家族看護を支える理論と介入法
①家族を理解するための理論
・家族発達理論

・家族システム理論

②家族の変化を把握するための理論
。家族ストレス対処理論

。家族役割理論

4家族看護展開の方法
①家族看護過程とは
②家族看護の実践
③様々な家族アセスメントモデル

5。 事例に基づく家族看護学の実践
①急性期患者の家族看護

②慢性期患者の家族看護

③終末期患者の家族看護

④先天奇形をもつ児の家族看護

⑤精神疾患患者の家族看護

⑥高齢の患者の家族看護

筆記試験

単位(時間)

1(30)

科 目名

家族と健康

評価方法

教科書

参考書

メンセ~ジ

No. 8

回数

1

2

3

4

5

6

7

9

1 0

11

12

13

1 4

1 5



ウェイン

固有
図無

【概要】

楽しみながら医療現場で使える英会話を学ぶ。

【科目日標】
1.英語 Iのレベルアップができる。
2.看護活動に活かせる医療専門用語が理解できる。

備考
【課題・予習・復習・その他】

*英語 Iの復習をしよう

*50分
*オリジナリティ、態度、英語力、

発音を評価します。

ski Contest(ロ ールプレイ)

資料

Enghsh for Come and I」 ospitality

(鷹書房弓プレス)

楽しく、会話しよう。

担 当

実務
経験

授業形態

講義
演習

講義
演習

講義
演習

講義
演習

講義
演習

講義

講義

講義

開始年次

3年次

講義内容

1.身体、内臓、病気

2.救急
3.バイタルサインのチェック
4.手術
5.薬、医療器具

6.検診
7.病気 (風邪、嘔吐下痢など)

8.薬の説明

9.妊婦、女性の身体
10.出産
11.新生児
12.高齢者

13.リハビリテーション・外傷

14.ロールプレイのチーム分け
15,テーマを選び、ロールプレイの準備①

16.テーマを選び、ロールプレイの準備②

ローッレプレイ

単位(時間)

1(15)

科 目名

英語 Ⅱ

評価方法

教科書

参考書

メンセ~ジ

No. 12

回数

1

2

3

4

5

6

7

8





耐

‐



沖野 美優
生原 杏  角辻知佳香

図有 (社会福祉士)

□無

【オ既要】

社会福社とは何か、その基本的な性格、そこに包括されている理念や原理、原則、歴史をはじめ、構成されている社会福社の施

策、制度といつた社会福社の基本的理解とともに、看護分野と社会福社の連携、またその連携のため必要となる社会福社の視点に
ついて考える。

【科目目標】
1.社会福社の概念、歴史が理解できる。
2.現行の社会福祉制度について理解できる。
3.保健医療福社の活動と連携について理解できる。
4対象に必要な社会資源の活用、連絡調整の方法が理解できる。

備考
【課題・予習・復習・その他】

〔1～5担当:沖野美優〕

〔6～ 10担当:生原杏〕

〔11～ 15担当:角辻知佳香〕

*100分

筆記試験

系統看護学講座 健康支援と社会保障制度③ 社会保障・社会福社(医学書院)

社会福祉に関わる対人援助の答えは一つではありません。様々な視点で考えてみましょう。福社について考え

る貴重な時間になる≧思います。

担 当

実務
経験

授業形態

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

DVD
ロールプレイ

グループワーク
ローァレプレイ

講義

試 験

開始年次

3年次

講義内容

社会福社制度と社会福祉

現代社会の変化と社会保障
社会福社の動向

社会福社の歴史
公的扶助①

公的扶助②

医療保障

所得保障

社会福社の分野とサービス(高齢者福祉)

社会福祉の分野とサービス(介護保障)

社会福祉の分野とサービス(障害者福祉 )

社会福社の分野とサービス(児童家庭福社 )

社会福祉実践と医療・看護 (社会福祉援助 )

社会福祉実践と医療・看護 (連携の必要性 )

姑人援助におけるコミュニケーション①

対人援助におけるコミュニケーション②

社会福社の実践について

筆記試験

単位(時間)

2(30)

科目名

社会福祉論

評価方法

教科書

参考書

メッセージ

No. 33

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

11

12

13

1 4

1 5



今上 弓

固有
図無

【概要】

看護を取り巻く関係法規を学び、看護師≧しての法的役割と責任の範囲を明確化し、専門職として倫理観の育成を図ることを目的

に設定する。

【科目目標】
1,法の概念・法規の種類が理解できる。
2保健医療福社の諸制度が理解できる。
3.看護実践者として法的責任が理解できる。

備考
【課題・予習・復習。その他】

*練習問題

*練習問題

*練習問題

*練習問題

*練習問題

*練習問題

*練習問題

*50分

筆記試験

系統看護学講座 健康支援と社会保障制度④ 看護関係法令 (医学書院 )

既習科目の保健医療福社の諸制度を想起し、看護関係法令についての総まとめをしましょう。

担 当

実務
経験

授業形態

講義

講義

講義

講 義

講義

講義

講義

講義

開始年次

3年次

講義内容

第1章 法の概念
。法の概念/・ 法の分類/・ 衛生法厚生行政のしくみ

第2章 看護法
・保健師助産師看護師法 (目 的～学校養成所 )

・保健師助産師看護師法 (医療過誤～沿草)

・看護師等の人材確保の促進に関する法律
第3章 医事法
・医師法/・ 医療法①

・医療法②/。 医療関係資格法/・ 保健福祉関係資格法
。医療を支える法/。 人の死に関する法/
・緊急時の医療に関する法

第4章 保健衛生法
・共通保健法

・分野別保健法/・ 感染症に関する法/・ 食品に関する法

・衆境衛生法 (営業、環境整備 )

第5章 薬務法
・薬務一般に関する法律
・人等の組織を用いた医療関連法/・ 薬害被害者の救済等
・麻薬・毒物等の法

第6章 社会保険法
。医療と介護の費用補償 (健康保険法、国民健康イ呆険法、

高齢者に医療の確保に関する法律、介護保険法)

。年金 (国 民年金法、厚生年金保険法)

第7章 福祉法
・福祉の基盤 /・ 児童分野/・ 高齢分野/・ 障害分野/・ 手当

第9章 労働法と社会基盤整備
・労働法/。 社会基盤整備等

第10章 環境法
・環境保全の基本法/・ 公害の防止法/・ 自然保護法

筆記試験

単位(時間)

1 ( 1 5)

科目名

看護関係法規

評価方法

教科書

参考書

メッセージ

No. 34

回数

l

2

3

4

5

6

7

8





耐



新谷 和香
今橋 佳代

図有 (看護師)

□無

【概要】

療養者および家族の願いを尊重する視点から療養者の安全と自立、介護者負担、意思決定、家族の関係性など総合的にアセス

メントする。また、家族が機能を発揮しセルフケア能力を高める看護を展開できる能力を養う。

【科目目標】
1.療養者だけでなく、家族を含めて援助を考えることができる。
2.療養者および家族の願いを尊重する関わりを考えることができる。
3.訪問看護における適切な態度や行動が理解できる。

備考
【課題・予習・復習・その他】

*在宅看護実習室を療養者宅
に設定する。それを予め見てお
いて、グループ内で話し合うこと
でイメージ化を図る

*現在の状況をアセスメントし、
現在または今後起こりうる問題を

導き出す
*次回の訪間で必要な情報収

集をおこなう

*問題解決のための看護計画を
立案する
*ロ ーァレプレイングをおこなうた
めの技術シートを作成する
*技術の練習もおこなう(訪問時
のマナーについても含む)

*6～8回 :250分
*事前に見た療養者宅で発表を

する(なお、役割については当日

教員が指名して決定する)

*発表後は振り返りをおこなう

提出物、授業態度

系統看護学講座 地域・在宅看護論① 地域。在宅看護の基盤 (医学書院)

系統看護学講座 地域。在宅看護論② 地域。在宅看護の実践(医学書院)

家族看護学を基盤≧した在宅看護論【実践編】(日 本看護協会出版会)

演習・実習 在宅看護論 (医歯薬出版株式会社)

在宅看護論 実践をことばに(ヌーブェルヒロカワ)

新看護観察のキーポイントシリーズ 在宅看護 (中央法規)

在宅という限られた場で看護を実践する基礎的知識、態度を身につけましょう。

担 当

実務
経験

授業形態

グループ
ワーク

ローール

プレイング

開始年次

3年次

講義内容

1.事例、療養者宅の生活環境の提示:事例提示する
①在宅で生活する療養者のあるべき姿とは
②在宅で継続して療養者が生活するために何が必要であるのか

①・②についてグループ内で話し合う

2.事例のアセスメント
3.訪問準備記録の作成

4看護計画の立案

5。 ロールプレイングのための技術シートの作成と練習

6.準備
7.ロールプレイング

作成した看護計画をロールプレイングで発表する
8,まとめ

単位(時間)

1(15)

科目名

地域・在宅看護方法論演習Ⅱ

(看護過程 )

評価方法

教科書

参考書

メッセージ

No。 49

回数

1

2

3

4

5

6

7

8



國元 望
大田 彰浩

図有 (看護師)

□無

【概要】
こころを病んだ人を姑象とし、障害と障害によつておこる生活のしにくさを含め、統合的に捉え、その人らしく生きることができるよう

看護を展開するための思考過程を学ぶ。

【科目目標】
1.精神障害のある対象に必要な看護が展開できる。

備考
【課題・予習・復習。その他】

*春期休暇の課題を復習して授

業に臨む
*模擬患者との交流ではコミュニ

ケーション技術を復習して臨む

*1:情報収集するため情報通
信機器を準備する
*2:オンデマンド教材は講義ま
でに視聴する

*項 目毎に各グループでアセス

メントする
*1:同様
*2:同様

*項 目毎に各グループでアセス

メントする
*1:同様
*2:同様

*1:同様

*1:同様

*150分
*1:同様

*作成した内容を実施する
*完成した資料は発表までによ

み、話し合いができるように準備
する
*1:同様

提出物、授業態度

系統看護学講座 精神看護学① 精神看護の基礎 (医学書院 )

系統看護学講座 精神看護学② 精神看護の展開 (医学書院)

精神看護学 学生―患者のストーリーで綴る実習展開 (医歯薬出版株式会社)

精神看護学概論/精神保健 (メヂカルフレンド社 )

精神障害をもつ人の看護 (メヂカルフレンド社)

情緒発達と精神看護の基本 (メディカ出版 )

精神障害と看護の実践 (メディカ出版)

研修医・コメディカルのための精神疾患の薬物療法講義 (金剛出版 )

メンタルヘルスイグザミネーション2第 2版 (精神看護出版 )

今 日の治療薬 (南江堂)

看護過程を展開して実践するには、脳内神経伝達物質のはたらきや向精神薬の作用機序の知識、さらには人

間関係における援助的コミュニケーシヨン技術が必要とされます。その為、臨床薬理学、精神看護学【目的・紺

象論】、精神看護学 I・ Ⅱ、基礎看護学技術論 I援助的人間関係技術の教科書や授業資料を準備し、復習を

して講義に臨みましょう。
授業で完成した資料は発表までに意見交換ができるように準備し、事前課題に対しては疑問点や質問を考え

て講義に臨んでください。既習の知識と技術を統合させ、精神看護学実習へ繋げましょう

担 当

実務
経験

授業形態

講義
グループワーク

個人ワーク

個人ワーク
グループワーク

講義

個人ワーク

グループワーク

講義

グループワーク

講義

グループワーク

講義

グループワーク

発表

講義

演習
グループワーク

発表

開始年次

3年次

講義内容

1.オレム・アンダーウンドのセルフケア理論とは
・普遍的セルフケア要件
。発達的セルフケア要件
・健康逸脱に関するセルフケア要件
・セルフケア援助のための看護システム

2.①オレム・アンダーウンドのセルフケア理論を用いた模擬患者への

看護過程の実際
・疾患・治療・入院形態・援助方針の情報共有
・模擬患者よりの情報収集 (映像と模擬病室の交流)

・患者情報の整理 (予期。初期把握)

②看護過程の実際[身体諸機能・精神状態。医療への反応・食事リト

泄]

・患者情報を整理して医療情報や健康問題を抽出し解釈
・健康問題や対応についてグループ内で意見交換

③看護過程の実際[個人衛生・活動休息・孤独。安全・持つている力]

・患者情報を整理して医療情報や健康問題を抽出し解釈
・健康問題や対応についてグループ内で意見交換

④看護過程の実際[発表準備]

・抽出した情報や問題から関連図を作成
。看護問題を抽出

⑤看護過程の実際[発表準備]

・看護計画立案

⑥看護過程の実際[発表準備・発表]

・関連図発表
・看護計画発表
・発表について意見交換

⑦看護過程の実際[実施 ]

・模擬患者への看護計画をもとにした援助の実施
・実施内容を省察して振り返る
。省察内容を発表する

単位(時間)

1(15)

科目名

精神看護方法論演習

評価方法

教科書

参考書

メンセ~ジ

No。 71

回数

1

2

3

4

5

6

7



宮川 仁
山下 敏弘

図有 (看護師)

□無

【相光要】

人々の災害に姑する危機意識、防災認識、減災活動への関心が高まり、医療者が果たす役割の重要性が強く認識されてきた。
一方、看護者は発災直後から中長期的に広い範囲で様々な役割を担っている。災害が人々の生命や生活に及ぼす影響を理解
し、災害看護に必要な基礎知識。技術を学ぶ。更に視野を広げ災害看護の国際協力について学ぶ。

【科目目標】
1.災害について理解し、さらに災害発生時の社会のしくみが理解できる。
2.災害が人々の生命や生活に及ぼす影響を理解できる。
3.災害時に看護が果たす役割と、災害各期における看護活軸が理解できる。
4.災害活動に必要な知識・技術が習得できる。
5.災害看護の国際協力について理解できる。

備考
【課題・予習・復習。その他】

担 当

実務
経験

授業形態

講義

講義

講義

講義

開始年次

3年次

講義内容

I.災害看護学とはなにか
1.災害看護学とは
①求められる災害看護
②災害看護の歩み
③災害看護と倫理
2.災害医療の基礎知識
①災害の定義
②災害の種類と健康障害
③災害医療の特徴
④災害と情報
⑤災害対応に関わる職種間・組織関連携
⑥法による減災

Ⅱ.災害看護学
1.災害看護の基礎知識
①災害看護の定義と役割
②災害看護の対象
③災害看護の特徴と看護活動
2.災害サイクルに応じた活動現場別の災害看護
①急Jl生期・亜急J性期
②慢性期・復興期
③静穏期

※災害時の体系的アプローチ(CSCATTT)
3.被災者特性に応じた災害看護の展開
①子どもに対する災害看護
②妊産婦に対する災害看護
③高齢者に紺する災害看護
④障害者に対する災害看護
⑤精神障害者に姑する災害看護
⑥慢性疾患患者に対する災害看護
⑦在留外国人に対する災害看護
③原子力災害による被災者への看護

4.災害とこころのケア
①災害がもたらす精神的影響
②こころのケアとは
③被災者のこころのケア
④遺族のこころのケア
⑤被災救援者のこころのケア
⑥救援者のストレスとこころのケア

Ⅲ 国際救援と看護
1.求められる災害看護学と国際看護学
①災害看護と国際看護学を学ぶ意義
②災害看護。国際看護の原則

2.国際救援と看護
①近年の世界における災害の現状
②国際救護活動の基本理念
③国際的な災害救援および復興支援にかかるガイドライン

④近年の特徴的な災害救護活動の概要
⑤国際救援における看護の展開

単位(時間)

1(16)

科 目名

災害看護学
No. 74

回数

1

2

3

4

5



*250分
(6回 目:100分 、7回 目:150分 )

*50分

筆記試験

系統看護学講座 看護の統合と実践③ 災害看護学。国際看護学(医学書院)

ナーシンググラフィカ看護の統合と実践③ 災害看護 (メディカ出版)

災害看護学習テキスト(日 本看護協会出版会)

国際災害看護マニュアル (真興交易医書出版部)

いつ起こるかわからない災害について理解し、一個人澄して、また看護職を目指す者として必要な知識技術を

身につけましょう。

演習

試験

Ⅳ.災害看護に必要な技術
1.傷病者の観察
2.応急処置の原則 (3T)

①トリアージ(解 Tゝ法 )

②トリートメント(応急処置)

③搬送 (搬送法)

3.災害時の情報伝達 (トランシーバーの取り扱い)

筆記試験

評価方法

教科書

参考書

メッセージ

6

7

8



今橋 佳代
西川 さゆり

図有 (看護師)

□無

【概要】

基礎分野、専門基礎分野の知識をもとイこ、専門分野における看護実践能力を段階を踏んで身につけてきた。その最終段階とし
て、単独あるいはネ́夏数の看護が必要な対象に紺して、限られた時間の中、さまざまな条件下(緊急、突発要件も含む)で、安全・倫
理に基づいた状況判断および医療チームの一員としてとるべき行動を体験的に学ぶ。

【科目目標】
1.様々な条件下における安全、倫理に基づいた判断。行動を考えることができる。
2.様々な条件下での看護の優先順位を考えることができる。
3.医療チームのなかでのメンバーとしての役割を理解し、行動を考えることができる。

備考
【課題・予習・復習。その他】

*グループワークの進め方やグ
ァレープのルールや 目標を決める
*1～5回までの学習計画を立て

る
*毎回授業ごと、実施内容、方
法について振り返りを行います

*10～ 14回までの学習計画を立
てる

授業態度、提出物、プレゼンテーション

授業中に随時紹介する

授業中に随時紹介する

今までに授業や実習で学んだこと・体験したことをすべて活用しましょう。
3年間最後のインターンシップ実習につなげていきましょう。

担 当

実務
経験

授業形態

グループワーク

フ
°
レセ

ヾ
ンテーション

意見交換

グループワーク

個人ワーク

グループワーク

グループワーク

フ
°
レセ

ヾ
ンテーション

意見交換

グループワーク

開始年次

3年次

講義内容

1複数の受け持ち患者の全体像および看護を考える
①事例提示
②受け持ち患者それぞれの病態を含む全体像および看護のポイント
(大きな看護の指針、患者にとつてのゴール)

③発表

2.様々な条件下での看護活動を考える
①申送

②l日 の看護を考える

③様々な条件下での看護 <シーン1>

④様々な条件下での看護 <シーン2・ 3>

④様 な々条件下での看護 <シーン2・ 3>発表

3.全体の振り返り

単位(時間)

1(30)

科 目名

看護の統合と実践

評価方法

教科書

参考書

メンセ~ジ

No. 75

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

11

1 2

13

14

1 5


